
令和６年３月２６日 
国土交通省関東地方整備局 

長野国道事務所 

作業用土のうの流出について（第一報） 

国道１９号の落合橋側道歩道橋上部工事において、上部工架設を行うために設置していた
作業用土のうが一級河川田川の増水に伴い流出する事象が発生しました。 

関東地方整備局長野国道事務所発注の国道１９号松本拡幅事業のＲ５国道１９号松本拡幅落
合橋側道歩道橋上部２工事において、上部工架設を行うために設置していた作業用土のうが一
級河川田川の増水に伴い流出する事象が発生しました。 
１９時時点での流出数は、約１００袋となっています。 

なお、現時点で、人的被害や第三者被害は確認されていません。 
 地域の関係の皆様には大変ご迷惑をおかけして申し訳ございません。 
 今後、河川の水位が下がり作業に関する安全が確保され次第、関係機関と連携し、流された作
業用土のうの回収作業及び応急対策に着手する予定です。 
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○工事概要 

 本工事は、国道１９号の長野県松本市白板（しらいた）地先において、落合橋側道歩道橋の上部工

架設を行う工事です。 

工事名  Ｒ５国道１９号松本拡幅落合橋側道歩道橋上部２工事 

受注者  ＪＦＥエンジニアリング株式会社 

工事場所 長野県松本市白板（しらいた）地先 

○位置図
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○ 現地写真

流出前 流出後 


